
県民・能率手帳を販売
便利な一冊をお手元に

　
２
０
０
８
年
版
の
県
民
手
帳
と
能

率
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
役
場
各

支
所
で
お
求
め
下
さ
い
。
両
手
帳
に

は
、
岩
手
県
の
概
要
や
東
京
都
内
の

地
下
鉄
路
線
図
、
郵
便
料
金
表
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
別
冊
ア

ド
レ
ス
帳
も
付
い
て
い
ま
す
。
仕
事

に
生
活
に
役
立
つ
一
冊
を
お
手
元
に

い
か
が
で
す
か
。

▽
定
価

・
県
民
手
帳
（
ボ
ル
ド
ー
色
　
・
０

１４

㌢
×
８
・
５
㌢
）
…
６
０
０
円

・
能
率
手
帳
（
黒
色
　
・
４

㌢

×

１４

９
・
５
㌢
）
…
７
０
０
円

※
定
価
は
消
費
税
込
み
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
情
報

管
理
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
１
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

【１６】

佳

夏

可

嫁
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「
鉄
道
敷
設
法
」
が
可
決
、「
盛
岡
ヨ

リ
宮
古
 若
 ハ
山
田
ニ
至
ル
鉄
道
」
が

も
し
く

予
定
線
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か

し
財
政
の
緊
迫
、
技
術
的
問
題

か
ら
敷
設
法
か
ら
除
去
さ
れ
た
。

　
大
正
７
年
、
岩
手
県
出
身
の

原
敬
が
総
理
大
臣
に
就
任
す
る

と
郡
会
議
員
菊
地
長
右
衛
門
は

山
田
庄
助
、
熊
谷
平
助
ら
有
志

の
支
援
を
得
て
代
議
士
と
し
て

政
界
に
乗
り
出
し
、
中
央
に
お

い
て
運
動
を
続
け
る
。
原
首
相
、

本
県
代
議
士
大
矢
馬
太
郎
、
鈴

　
明
治
　
年
　

２３

１１

月
、
東
北
線
上

野
―
盛
岡
間
が

開
業
、
早
速
宮

古
町
の
政
財
界

が
動
い
た
。
地

方
の
開
発
と
文

化
の
向
上
を
図

る
た
め
、
盛
岡

―
宮
古
間
の
鉄

道
敷
設
運
動
を

始
め
た
。
県
議

篠
民
三
は
じ
め

菊
地
理
七
、
菊

地
長
七
、
小
成

周
蔵
ら
で
あ
る
。

　
明
治
　
年
松

２５

方
内
閣
の
と
き
、

盛
岡
出
身
の
代

議
士
伊
東
圭
介

の
働
き
に
よ
り
、

兵
衛
、
釜
石
町
長
服
部
保
受
ら
が
上

京
、
盛
山
線
（
盛
岡
―
山
田
間
）
お

よ
び
三
陸
沿
岸
線
の
請
願
を
行
っ
た
。

　
大
正
９
年
７
月
９
日
、
盛
岡
市
長

北
田
親
氏
、
県
議
会
議
長
大
矢
馬
太

郎
、
盛
岡
銀
行
常
務
金
田
一
国
士
ら

８
人
が
首
相
原
敬
、
政
府
首
脳
、
貴
・

衆
両
院
に
山
田
線
（
別
称
盛
宮
線
）

速
成
を
陳
情
、
７
月
　
日
盛
岡
―
山

２８

田
間
鉄
道
敷
設
法
案
が
貴
族
院
を
通

過
し
、
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
当
初

盛
宮
線
と
し
て
宮
古
ま
で
敷
設
す
る

案
で
あ
っ
た
が
、
山
田
港
が
海
軍
予

木
巌
の
協
力
、
鉄
道
次
官
石
丸
重
美

の
助
力
を
得
て
測
量
を
終
え
た
。

備
港
で
あ
る
こ
と
か
ら

山
田
ま
で
延
長
、
そ
の

後
釜
石
ま
で
延
長
さ
れ

た
。
　
大
正
　
年
盛
岡
か
ら

１０

着
工
、
　

年
盛
岡
―
上

１２

米
内
間
が
開
通
し
た
が
、
財
政
難
の

た
め
幾
度
か
繰
り
延
べ
さ
れ
た
。
代

議
士
熊
谷
巌
、
宮
古
町
長
中
島
源
三

郎
、
盛
岡
市
長
北
田
親
氏
、
代
議
士

高
橋
壽
太
郎
ら
が
奔
走
努
力
、
昭
和

９
年
宮
古
ま
で
開
通
し
、
　

年
　
月

１０

１１

　
日
豊
間
根
駅
、
陸
中
山
田
駅
開
通
、

１７　
年
　
月
　
日
織
笠
駅
、
岩
手
船
越

１１

１１

１０

駅
開
通
、
　

年
９
月
盛
岡
―
釜
石
間

１４

が
全
通
と
な
っ
た
。

　
山
田
線
の
開
通
に
よ
り
大
量
輸
送
、

高
速
時
代
を
迎
え
、
産
業
経
済
、
文

化
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。

山
田
線
の
開
通
に

　
　
　
　
　
　
尽
力
し
た
人
々

や

ま

だ

の

５０

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７２

　
大
正
８
年
、
盛
岡
市
長
北

田
親
氏
を
先
頭
に
宮
古
町
、

鍬
ケ
崎
町
、
千
徳
村
な
ど
関

係
市
町
村
長
が
大
蔵
大
臣
高

橋
是
清
、
内
務
大
臣
・
鉄
道

院
総
裁
床
次
竹
二
郎
、
農
商

務
大
臣
山
本
達
雄
ら
に
「
盛

岡
―
宮
古
間
鉄
道
速
成
」
の

請
願
を
行
っ
た
。

　
一
方
、
宮
古
町
長
関
口
松

太
郎
、
山
田
町
長
大
久
保
喜

重
治
、
町
議
佐
藤
善
太
夫
、

大
槌
町
吉
井
金
助
、
荒
井
儀

昭和１０年開通当時の陸中山田駅


